
次期総合計画の策定に向けて

第１７回「議会報告会」総務常任委員会（1班）
藤井俊行・坂巻儀一・乾紳一郎・加藤啓子・斉藤真理・近藤美保

場所 ：生涯学習センター

時間 ：９：３０ ～



１．総合計画の定義とスケジュール

２．人口推計調査

３．市民意識調査と意見交換会

４．基礎調査報告書から

意見交換
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次期総合計画の策定に向けて

第一部

第二部



１．総合計画の定義とスケジュール

3



総合計画とは？

地方公共団体の最上位計画で、今後10年間の流山市の方向性
を定義づけるもの

今後は、政策的経費に充てられる予算規模が拡大を
続け、人口増や市街地・インフラの拡大があたり前の
右肩上がりの時代とは違う視点も必要と言われている。
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選択と集中 全体最適 シナリオ構築

流山市は
どうか・・



総合計画の構成
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•将来都市像

•基本政策
基本構想

•個別施策

•成果指標

基本計画

（32年～41度）

•事務事業

実施計画

（3年間で毎年ローリン
グ）



策定方法
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スケジュール（これまで）
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全6回中４回終了



スケジュール（これから）
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新体制



２．将来人口推計
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将来人口推計を実施（H30年3月）
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平成39（2027）年（中位推計：206,069人）頃がピーク



将来人口推計を実施
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人生100年時代の扶助費をどう支えていくのか



各エリアの人口推計（中位推計）
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地域毎に異なる人口構成、政策によっては全く異なる将来像も

北部 中部

南部 東部



３．市民意識調査と意見交換会
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市民意識調査を実施

14

全体的に満足度は高い結果に
（経年比較で上昇傾向）

 全体満足度：91.6％
住みやすい・どちらかといえば住みやすい

 愛着度： 79.9％
愛着を感じる・どちらかと愛着を感じる

 定住意向： 78.4％
ずっと住み続けたい・当分の間住み続けたい

無作為抽出により市民3,000人（回収数1,747票）に意識調査を実施

70代シニアの方は、最も回答数
が多く、最も愛着を感じている



市民意識調査を実施 ～将来の流山に期待すること～
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全体感だけだと見誤る、世代別に要望が異なる点も



その他の意見聴収
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 参加者は十分？

 世代や地域で偏りは無い？

 事前の情報提供は十分か？

 十分発言できた？

無作為抽出型市民会議、市民活動団体アンケート、
中学生意見聴収

（参考）無作為抽出型市民会議の参加者構成

済

最
中

総合計画審議会
11月19日、12月17日
18:00～@市役所3F

ぜひ傍聴を



４．基礎調査報告書から
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基礎調査報告書（平成30年10月）
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今後、顕在化・深刻化するまちづくり上の問題点や、本市の特徴を客観的
に洗い出し論点を明確するための基礎調査（民間のシンクタンクによる）

社会経済動向の整理・分析

全市的な特性などの整理・分析

分野別の特性等の整理・分析

国・県の動向

今後のまちづくりに向けた課題

本市の動向

１
章

２
章

３
章



社会経済動向の整理・分析～基礎調査報告書から～
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首都圏の人口推移：ベットタウンの流山市だからこそ影響がある

１
章



社会経済動向の整理・分析～基礎調査報告書から～

20

平均寿命の推移と将来推計：我が国は世界一の長寿命社会。

１
章



社会経済動向の整理・分析～基礎調査報告書から～
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生産緑地指定解除：他自治体との地域間競争が熾烈さを増していく恐れ

船橋市や柏市・市川市などでは、

平成 34（2022）年以降、生産緑

地の指定解除により、新たな宅地

が市場に大量供給する可能性が

（参考）生産緑地の都市間比較

１
章



全市的な特性等の整理・分析 ～基礎調査報告書から～
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年少人口は高い方から３番目だが、生産年齢人口11 番目。
老年人口は9番目。

年齢３区分別人口構成の都市間比較

２
章



全市的な特性等の整理・分析 ～基礎調査報告書から～
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市内に常住する15歳以上の就

業者のうち、

流出が流入を40,183人上回る

流出超過

今後、物流施設や働き方改革に

伴うテレワーク等の影響で昼間

人口の状況は変化

流出 流入

82,097人中⇒60,206 人
（流出率：73.3％）

41,914人中⇒20,023 人
（流入率：47.8％）

２
章

国税調査 平成27年10月1日現在



全市的な特性等の整理・分析～基礎調査報告書から～
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空き家率は16 市の中では低い方から４番目、「その他住宅」は6番目。

空き家率の都市間比較 「その他の住宅」の空き家率の都市間比較

３
章



全市的な特性等の整理・分析～基礎調査報告書から～
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既存施設の機能を確保するために充当可能な財源が減少していく
と予測される中、効果的な行政サービスを配分していくのか

公共施設やインフラの維持管理に要する経費

1年あたり約74億円

３
章
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質疑応答


